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はじめに

瀬戸内区東部の中新世植物化石については，Tanai (1961)，徳永 ・尾上 (1963)，Huzioka 

(1964)， Ozaki(1974)，伊奈 (1974， 197~ 1981)，柴凹 ・伊奈 (1983)，lna et al. (1983， 

1985)， Ina (1988)など，多くの研究論文が発表されている.

本論文では，これらの論文に報告された植物化石の概要についてまとめ，前期 ・中期中新世

の瀬戸内区東部の気候について論じる.

本研究を行うにあたり，名古屋大学の糸魚川淳二教授には，ft重なご助言ならびに励ましの

お言葉を頂いた.また，名古屋大学の柴田博教授には，終始ご助言を頂くとともに組稿をお読

み頂きご指導を賜わった.植物化石の同定については，国立科学博物館の棚井敏雅博士ならび

に植村和彦博士にご助言を頂いた.これらのかたがたに心から感謝の意を表する.最後に本研

究の発表の機会を与えて下さ った瑞浪市化石博物館に厚〈御礼申し上げる.

植物化石の産地と産出層準

植物化石は次の 5つの盆地から採集されている(第 1図). 

(1) 可児盆地

① 蜂屋累層 [1岐阜県美濃加茂市，加茂郡川辺町，加茂郡富加町]:蜂屋植物群 (lnaet al.， 

1983， 1985). 

② 中村累層[岐阜県可児郡御宮町， 可児市，愛知県犬山市] 中村植物群 (徳永 ・尾上，

1963，な らびに Huzioka，1964から阿木累層の植物を削除し，一部追加]). 

③ 平牧累層 [岐阜県可児市]:平牧植物群 (伊奈，1977， 1981). 

(2) 瑞浪盆地

④ 土岐爽炭累層[岐阜県瑞浪市]:中村植物群(徳永・尾上， 1963，ならびにHuzioka，1964 

から阿木累層の植物を削除し，伊奈が一部追加1).

⑤ 本郷累層[岐阜県瑞浪市] (徳永 ・尾上， 1963). 

⑥ 明世累層戸狩層[岐阜県瑞浪市] 隠居山植物群 (Ozaki，1974). 
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⑦ 明性t累層山野内層 [1岐阜県瑞

浪市]: 111野内亜植物群(伊奈，

1974， 1981). 

⑧ 明世累層狭間層[岐阜県瑞浪

市] 狭間亜植物群(伊奈， 1974， 

1981) . 

⑨ 明世累層宿洞相 [1岐阜県瑞浪

市]:宿泊l相の植物群 (伊奈，未

発表資料).

⑮ 生俵累層 [岐阜県瑞浪市]:生

俵植物群(伊奈，1974， 1981). 

(3) 岩村金地。阿木累層[岐阜県中津川市，恵

那郡岩村町，恵那郡山岡町]:阿

木累層の植物群(伊奈，未発表資

料).

⑫ 遠山累層久保原砂岩層 [1岐阜

県中津川市，恵那郡岩村町，恵那

郡 山岡町] 久保原砂岩層の植

物群 (伊奈，未発表資料). 

⑬ 遠山累層牧シノレト岩層 [岐阜

県中津川市，恵那郡岩村町，恵那

郡 山岡H汀]・牧シルト岩層の植

物群 (伊奈，未発表資料). 

(4) 富草盆地

⑪ 温凹累層[長野県下伊那郡阿

南町，下伊那郡泰阜村]:温凹累

層の植物群 (Ina，1988). 

⑬大下条累層[長野県下伊那郡
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第1図 瀬戸内区東部の前期・中期中新世植物化石産出地点

1・蜂屋植物群 2・中村植物群(中村累層) 3:平牧純

物1，~F 4 中村植物群(土11皮爽炭累層) 5 本郷累層の植

物群 6 :隠居山植物群 7 山¥lff内亜植物群 8 狭間

]E植物群 9 宿j向相の植物群 10 生依純物群 11:阿

木累層の槌物群 12 久保原砂岩層の純物群 13 牧シル

ト岩層の植物群 14 温凶累}冒の植物群 15 大下条累j冒

の植物群 16 新木聞累層の植物群 17 薬野累)冒の植物

群 18 田力植物群 19 :柴石峠植物群

Fig. 1. lndex map showing collection localities of Early-
Middle Miocene plants in the earstern part of the Seto-
l1chi district. 
1 Hachiya flora 2 N akaml1ra flora 3: Hiramaki 
f10ra 4 N akaml1ra flora 5 f10ra of the Hongo 
Formation 6 lnkyoyama flora 7: Yamanol1chi f10 
rl1le 8: Hazama florule 9: flora of the Shl1kl1nohora 
facies 10: Oidawara flora 11: flora of the Agi Forma-
tion 12: flora of the Kl1bohara Sandstone Formation 
13 : flora of the Maki Siltstone Formation 14: flora of 
the N l1kl1ta Formation 15: flora of the Oshimojo for-
mation 16: flora of the Arakida Formation 17: flora 
of the Awano Formation 18 Tajikara flora 19 
Shibaishi-toge f10ra 

阿南町，下伊那郡泰阜村]:大下条累層の植物群(Ina，1988). 

⑬新木田累層[長野県下伊那郡阿南町] 新木田累層の植物群 (Ina，1988). 

⑪ 粟野累層[長野県下伊那郡阿南町， 下伊那郡泰阜村]:粟野累層の植物群 (Ina，1988). 

⑬ 田力累層[長野県飯田市]:問力植物群 (柴田 ・伊奈， 1983) 

(5) 設楽盆地

⑬ 設楽火山岩類[愛知県北設楽郡東栄町]:柴石峠植物群(柴田 ・伊奈，1983). 

瀬戸内区東部の前期・中期中新世植物群

本地域の前期 ・中期中新世植物群は，植物群の組成により阿仁合型植物群と台鳥型植物群に

大別される.
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蜂屋植物群と中村植物群は，落葉広葉樹を主体とし，互いに共通する種が多い.両植物群は

阿仁合型植物群に対比される (Huzioka，1964， Ina et al.， 1983， 1985). 

一方，平牧植物群，本郷累層の植物群，明世累層の隠居山植物群，山野内亜植物群，狭間亜

植物群，宿洞相の植物群，生俵植物群，阿木累層，遠山累層の久保原砂岩層，牧シルト岩層の

各植物群，柴石峠植物群，i1.i¥_回累層，大下条累層，新木田累層，粟野累層の植物群，回カ植物

群は，台島型植物群に対比されるが(徳永 ・尾上， 1963， Ozaki， 1974，伊奈， 1974， 1977， 

1981， Ina， 1988，柴田 ・伊奈，1983)，その植物群は変化に富む.筆者(伊奈，1989)は，本

地域の台島型植物群を広葉樹の生活形をもとに， 3タイプに細分した.

第 1のタイプは“落葉広葉樹を主体とする台島型植物群 で，常縁広葉樹をほとんど含まな

い.本タイプの植物群は，~を葉広葉樹が多い点では阿仁合型植物群に似るが， Liquidambar 

miosinica， Parrotia fagifoliaなどのi援温帯に生育する落葉広葉樹を含むことにより ，後者から

区別できる.

第 2のタイプは “落葉広葉樹と常緑広葉樹がi見交する台島型植物群"で，落一葉広葉樹と常緑

広葉樹が混在するが，量的にも，種数においても落葉広葉樹が常緑広葉樹より優勢である.

第 3のタイプは“常緑広葉樹を主体とする台島型植物群"で，種数および量的に，常紘広葉

樹が落葉広葉樹より優勢で‘ある.

各タイプの植物群の特徴は，以下のとおりである.

(1) 阿仁合型植物群

[産出層]

蜂屋累層，中村累層，土11皮爽炭累層.

[堆積環境]

河川あるいは湖沼.

[特徴]

蜂屋植物群の全縁業率は21%，中村植物群の全縁業率は17%である.前者の広葉閣の 4%が

常緑樹で，後者の広葉樹はすべて落葉樹である (第 2医1，第 3図). 。 5u 10・u% n 50 1(()% 

生俵 、a 、、 、、.目ぜぜ 生俵
設楽 12園 、"，;;;:'，;;-<)，.-.)"叫丸山、 Tl 設楽 D 先手 .~. ...，:' :.:' .'~ .，三年 l'""， 
宿洞 宿凋
狭間 狭間
大下条 大下条
山野内 山聖子内
隠居山 lぉ 隠居山
自力 国力 D 日旬、ヤ

平牧 平牧 1fJ主

中村 中村 1 <" ，̂，" i・~古

蜂屋 " .... ぶ .， 、 、、~::: 白、 、"̂， 蜂屋 a 、‘，̂'、+ 

口全縁 日鋸歯縁 口常緑広葉樹 臼落葉広葉樹

第2図全縁葉率 第3図 常緑広葉樹と落葉広葉樹の比率

Fig. 2. Analysis of broad leaf characters Fig.3. Ratio of evergreen broad.leaved tree 
to deciduous broad-Ieaved tree. 

蜂屋植物群では15種 (全構成種の23%)がカバノキ科で，種数においても っとも優勢で、， 5 

種 (8%)からなるニレ科とカエデ科がそれに続いて優勢である.中村植物群でもカバノキ科

がも っとも優勢で13種(全構成種の27%)を含み，カエテー科の 5種 (10%)，ニレ科の 4種(8 

%)がそれに統<. 
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生儀果層の値物群

宿洞層の植物群

隠居山値物際

録度累層の値物事草
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第 4図植物群の組成

1 常緑金|葉樹 2 :落葉針葉樹 3 カバノキ科 4 ブナ科(落葉) 5 その他の落葉樹 6 : 
常緑のプナ科とクスノキ科 7・その他の常緑広葉樹

Fig.4. Floral composition 

1 : evergreen conifer 2: deciduolls conifer 3 Betulaceae 4 Fagaceae (deciduolls) 5 
another deciduous broad-Ieaved tree 6: evergreen Fagaceae and Laurac巴ae 7 another ever-
green broad-Ieaved tree 
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産出量の多い種は，Metasequoia occidentalis， Populus balsamoides， Salix varians， Alnω 

ρenepalensお，Fagus antψoji， Ulmus appendiculata， Ulmus takayasui， Acer ezoanum， Alan-

gium aequal約lium，Hemitmpa boreal危などである.

土佐積盆地の環境を反映して，両植物群とも湿生一水生植物を構成種に含む.

(2) 台鳥型植物群

① 落葉広葉樹を主体と する 台島型植物群

[産出層]

平牧累層，本郷累層，阿木累層， r:L田累層，国力累層，狭間層，設楽火山岩類.

[堆積の場]

河川， 湖沼あるいは河口，内湾.

[特徴]

平牧累層，阿木累層，回力累層，温悶累層は，はほ同時期に堆積したものと考えられるが，

狭間層と設楽火山岩類は，やや新しい時期の地層である.

平牧植物群と回力植物群の全縁業率は共に31%で¥前述の蜂屋植物群や中村植物群の全縁葉

率より高い.阿木累層の植物群は，現在調査中であるが，その全縁葉率も平牧 ・回カ雨植物群

の全縁業率に近い値を示す.平牧植物群では広葉樹の 7%が，田力植物群では 8%が常緑樹で，

その比率は低い. 1町木累層の植物群では，常緑広葉樹の占める 比率がもう 少し高く なる.混回

累層の植物群の全縁業率は20%と低<，常緑広葉樹は見つかっていない.

カバノキ科は平牧植物群には14種 (全緋成種の14%)，回カ植物群には 3種 (10%)含まれて

いて，種数においても っとも優勢な科のひとつである. しかし，蜂屋植物群や中村植物群と比

較すると，カバノキ科の比率は低い.ニレ科もこれらの植物群においては優勢な科て二平牧植

物群には 9種 (9%)，回力植物群には 3種 (10%)が含まれる.本タイプの植物群には，蜂屋

植物群や中村植物群に見られないマンサク科が含まれ， 平牧植物群から5種 (5%)，凹力植物

群から 2種 (7%)が知られている.また，マメ科も一般的な科で，回力植物群には 5種 (17

%)含まれ， 国力植物群のもっとも優勢な科である.この科は，平牧植物群にも 4種 (4%) 

が含まれている.

産出量の多い種は，Quercus miovariabilis. Ulmus takayasui. Zelkova ungeη: . Liquidambar 

miosinica . Parrotia fag約liaなどである.

狭間亜植物群の全縁業率は18%と低<，落葉広葉樹だけで構成されている.

一方，柴石峠植物群は， 全縁葉率が48%と高いのにもかかわらず，落葉広葉樹が優勢で，常

緑広葉樹は広葉樹の15%を占めるにすぎない特異な植物群である.

② 落葉広葉樹と常緑広葉樹が混交する台島型植物群

[産出層]

明世累層の戸狩層，山野内層，遠山累層の久保原砂岩層.牧シルト岩層，大下条累層，新木

凹累層，莱野累層.

[土佐積の場]

内湾.

[特徴]

本タイプの植物群の全縁業率は，粟野累層の植物群の6%を除くと，隠居山植物群が48%，
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山野内亜植物群が31%，大下条累層の植物群が32%で，おおむね30-40%台である.一方，隠

居山植物群の広葉樹の22%，山野内亜植物群の広葉樹の25%，大下条累層の植物群の広葉樹の

20%が常緑樹で¥広葉樹の20-30%が常緑樹である.常緑樹の比率は，落葉広葉樹型の平牧植

物群やl王lカ植物群より高い.久保原砂岩層の植物群と牧シルト岩層の植物群の全縁業率と広葉

樹における常緑樹の比率は，他のこのタイ プの植物群と同様な値を示す.

本タイプの植物群では，常緑のブナ科が増加 し，カバノキ科と種数においてはぽ等しくなる.

また，マツ科 ・スギ科のような針葉樹種の産出も多い.

産出量の多い種は，Keteleeria ezoana， Comttoηia naumanηi， Quercus miovaげ'abilis，

Quercus m仰 draliscae，Que1'cusηathorstii， Zelkova ungeri， Liquidambar miosinica， Par-

ro加 fagifoliaなどで，南方系の針葉樹やl援温帯に生育する常緑広葉樹，落葉広葉樹が多〈産する.

これらの植物群を含有する地層が海成層であることから，海岸近くの植生を強〈反映してい

ると考えられるが，落葉広葉樹，常緑広葉樹，針葉樹が混交林を作っていたのか，海岸近くの

低地には "I:j~緑広葉樹を主とする森林が， 後背地の山地や山の斜面には落葉広葉樹を主とする森

林が分布していたのかを，化石植物群から判断するのは困難である.

③ 常縁広葉樹を主体とする台島型植物群

[産出層]

明世累層の宿洞相，生俵累層.

[堆積の場]

内湾，外洋.

[特徴]

宿計画l相の植物J洋と生俵植物群の全緑業率は，それぞれ59%，44%である.

両植物群ともに常緑広葉樹が優勢で，落葉広葉樹，針葉樹を混じえる.広葉樹における常'緑

樹の比率は，宿j悶相の植物群では52%で，生俵植物群では80%に達する.

本タイプの植物群では，常緑のブナ科とクスノキ科に代表される常緑広葉樹が優勢になり，

カバノキ科は少なくなる.

量的に多い種は，宿洞相の植物群では，Machius ugoana， Machius nathorstiなどのクスノキ

科の植物で，一方，生俵植物群では，Quercus mandraliscae， Querc凶 nathorstiiなどの常緑の

プナ不|のキ直物である.

気候

糸魚川・ 柴田(1989)は，海進・海退の小サイクルにより瀬戸内区の中新世を I期 -IIl期に

分けた.瀬戸内区東部においては，蜂屋累層と中村累層，土岐爽炭累層が I期の地層に， 平牧

累層，本郷累層と明世累層，阿木累層と遠山累層，富草層群全体がII期の地層に，生俵累!百が

I1IWlの地層に相当する.ここでは，植物群の近似現生種の地理的分布と植物群の特徴から各時

期の気候について論じる.

(1) 1期

蜂屋柚物群と中榊直物群は阿仁合型植物群で，それらの植物群の近似E別措は，日本では関東地

方以南に分布するものが多いが，他の時期の植物群と比較して東北地方や北海道にまで分布を広げ‘

る種が多い.また，アジア大陸東部では，朝鮮半島や揚子江中流域に多くの近似現生種が分布する.
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阿仁合型植物群が示す気候は，温冷で適il羽であるとされる (Tanai，1961). 1期の植物群

は，全縁葉率が20%前後と瀬戸内区東部の前期]・中期中新世の植物群の中では低<，落葉広葉

樹を主休とする植物群で，Fagus， Ace1'， Tiliaなどの冷涼な気候下に分布する落葉広葉樹を含

む.これらの植物群の特徴や近似現生種の分布から， 1 期の瀬戸内区東部の気候は， 日本の他

の阿仁合型植物群が示す気候と同じ，組J令で適i聞な気候であったと考えられる.

(2) II期

II期の植物群は変化に富み，金地あるいは層準により植物群の特徴が異なる.

。」〆
/0 

取E台湾 [可児盆地]

50 

ω 

第6図 ffrl球 ・台湾に分布する種

生
俵

Fig. 6. P巴rcentag巴of凶especies growing 
in Ryukyu and Formosa. 

育が妨げられたと考えられる.

[瑞浪致地]

平牧植物群の近似現生種は， EI本では関東地方

以南の|暖温帯から冷温帯に，アジア大陸東部では

揚子江中流域に分布するものが多い.また，JJ，[球

や台湾に分布する種も ， 1期の植物群と比較する

と多くな っている (第 6図).これらの近似現生種

の分布，全t設業種の増加，1援1昆;帯~亜熱帯に分布

する落葉広葉樹の混入などから判断すると，平牧

累層堆積時の可児盆地の気候は湿il均温暖なl暖温帯

的気候であ ったことがわかる. しかし，現在の日

本のl援組帯林を構成する常緑広葉樹林とは異なり，

平牧植物群が洛葉広葉樹を中心としたものであ っ

たことは， 日本の暖iE帯より降水量が少なかった

か，冬の気温が低かったために常緑広葉樹林の生

瑞浪盆地では，II期の植物11午の|時間的変化を比較的連続して捉えることができる.

最下位の本郷累層の植物群は，平牧植物群に対比される (徳永 ・尾上，1963). 

月吉層を挟んで，その上位の戸狩層 ・111野内層から報告された隠居山植物群と山野内亜植物

群は，落葉広葉樹と常緑広葉樹が混交する台鳥型植物群である.隠居山植物群と山野内亜植物

群の近似現生種は， 日本では関東地方以南の暖温帯に多く分布する.一方，アジア大陸東部に

分布するこれらの植物群の近似王主主麗は，揚子江流域を中心に，それより南に分布域を広げる

極が多いが，朝鮮半島に分布域を持つ種も少なくない.また，琉球 ・台湾に分布する種は，平

牧植物群より多い.近似現生種の分布，全縁業率の増加J，C出 tanopsis， 常緑 QueI'Cu.s， Cin -

namomumなと♂の常繰広葉樹の混入などから判断すると ，戸狩層や山野内層堆積l時の瑞j良識:地

の気候はmil当温暖で，現在の日本のl暖温帯に近い気候であ ったと考えられる.

山野内j習に整合で重なる狭間層の狭間]E植物群は， 全縁葉率が低<，落葉広葉樹で構成され

ている.狭間亜植物群の近似現生種は， 日本では東北地方以南に多〈分布し，アジア大陸東部

では，揚子江中流域ならびに朝鮮半島に分布する種が多い.狭間亜植物群は，産出量，種数と

も少ないため気候を断定することは困難であるが， I令涼な地域に生育する種を多く含み，この

時期に気温の低下があ ったことが伺われる.

J官上伎の宿洞相の植物群は，常緑広葉樹を主体とする台島型植物群で，近似現生種の多くは，
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日本では関東地方以南のl援iJJ'-1L帯lこ，また，アジア大|接東部では揚子江流域以南の地域や台湾に

分布する.また，琉球 ・台湾に分布する極は， 1-日リ切を通じても っとも多い.宿洞杭lの植物

群の全縁業率が瀬戸内地区東部の植物群の中てもっとも高<，常繰広葉樹の比率も m却jの生俵

累層の植物群についで高いこ とから，宿洞相が堆積 した頃の瑞浪盆地の気候は， 1 - m :l~j を通

じて， もっとも湿j問視l暖て¥暖混帯~亜熱帯f的気候であ ったと考えられる.これまでに，宿洞

相の植物群に相当する II期の植物群は， 瀬戸内区東部からは見つかっていない.

[富草盆地]

富草層群の植物化石を産出する最下位のj品EEl累層の植物群と 悶力植物群は，落葉広葉樹を主

体とする台島型植物群である.回力植物群の近似現生種は. 日本では|到来地方のl援ili凶十から冷

温帯に，アジア大陸東部では揚子江中流域に多〈分布する.琉球 ・台湾に分布する睡も umの

植物群より多い.日l力植物群の全縁業率や常緑広葉樹と落葉広葉樹の比率， 柄物群の組成は，

平牧植物群に きわめて似ている.また，ifftL因果層の植物群は，産出量 ・種数ともに少ないが，

Que1'CUS miovariabilisを主な構成極とし， mカ植物群に対比できる. したがって，I:H力累層な

らびに温凹累層が堆積した当時の富草徐地の気候は.平牧植物群の示す気候とほぼ同じであっ

たと考えられる.

温旺l果府を整合で誼う大下条累層，新木間累層の植物群は，落葉広葉樹と常緑広葉樹がj昆交

する台島型植物群である.大下条累!百の植物群の近似現生雄は， FI:<js:では関東地方以南の|援温

帯に，ア ジア大陸東部では揚子江流域を中心lこ，それより南に分布域を広げるが，朝鮮半島に

分布する種も少なくない.また，琉球 ・台湾に分布する種は，凹力植物群より精力uする.JlI似

現生種の分;(Iiや，全縁業率，常緑広葉樹と落葉広葉樹の比率などから判断すると，大下条累層

堆積時の;事11E金地は，湿潤温暖で，現;-(:Eの日本のi暖温併に近い気候環境下にあ ったと考えられ

る.新木日1累層の植物群は，大下条累府の植物群より常緑樹の比率が若寸二高くなるが，大下条

累層が堆積した頃と同様な気候が継続していたと考えられる.

富草層群の最上位の3長野累}習の植物群もやはり落葉広葉樹と常緑広葉樹が混交する台tb型植

物群であるが，冷涼な地域に生育する程を含み，若干の気視の低下がこの時期にあ ったことが

伺われる.

[岩村盆地]

最下位の阿木累層の植物群は， 落葉広葉樹を主体 とする台島型植物群である.阿木県府の植

物群の近似現生程は， 日本では関東地方以降jに，アジア大陸東部では，揚子江中流域や朝鮮半

島に多く分布する.阿木累層の植物群の全縁業率，近似現生種の分布から気候を推定すると ，

阿木累層1町立時の岩村金地は，温潤温暖であ ったが，現在の日本の|援杭帯よりやや降水量が少

なかったか，冬の気IEiが低かったと考えられる.

阿木累J習を覆う久保原砂岩j習の植物群とさらにその上に位置する牧シルト岩屑の植物鮮は，

落葉広葉樹と常緑広葉樹が混交する台鳥型植物群で¥ それらの植物群の近似:JJi生極の多くは，

日本では関東地方以南のl援温帯に，アジア大陸東部では揚子江流域を中心lこ分布する.久保原

砂岩層と牧シルト岩層が堆積した頃の岩村歌地は，湿il'JJi.'~l.I援な日本の |暖温;出:に近い気候環境下

にあ ったと思われる.

(3) m期

明らかに 1Il期とされる地層は生俵累府のみである.生俵植物群の金縁業率は，宿洞杭!の植物
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群の金縁業率に次いで高<，また，常緑広葉樹の占める比率は，瀬戸内区東部の植物群の中で

もっとも高い.生依植物群の近似現生程は， 日本では関東地方以南の暖温帯，アジア大陸東部

では，揚子江以南および台湾に多〈分布する.III期の瀬戸内区東部は，湿潤温暖なl暖温情~亜

熱帯的気候であったと考えられるが，全縁業率が宿j同相の全縁葉率よ り低いことから，宿洞相

堆積時ほど気温が高くはなかったと思われる.常緑広葉樹の比率が宿洞相の植物群より高いの

は，宿j同相が浅い内湾に土佐和した地層であるのに対し，生俵累層は200mもの深い海に堆積した

地層であり ，運搬の過程で，選別された可能性もある.

設楽火山岩類の地質時代は， II期-nI;UJ]と考えられていて，その均:積環境は火山坊)Jと特殊で‘

ある.柴石峠植物群の近似現生程は， 日本では関東地方以南の冷温帯から暖温帯にかけて，ア

ジア大陸東部では，揚子江流域ならびに朝鮮半島に多〈分布する.すでに述べたように全縁葉

率が高いのにもかかわらず，落葉広葉樹が優勢で，極相林にかわる二次林の存在や堆積盆の海

抜高度による影響も考える必要があり ，どのような気候環境下でこの植物群が形成されたのか，

今後の検討課題である.

おわりに

本地域の中新統は，湖沼堆積物や深度の奥なる海に堆積した海成層，火山湖の堆積物など変

化に富み，気候以外に堆積の場の違いが，植物群に影響を与えている可能性がある. しかし，

瑞浪盆地，岩村盆地， 富草盆地のいずれの致地においても ，II期は落葉広葉樹を主体とする植

物群で始まり，落葉広葉樹と常緑広葉樹が混交する植物群に移り変わっていることから，気候

の小変化があ った可能性が高<，他の地域において問機な組物群の変化があるかどうか検討す

る必要がある.
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